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○ 現在の３３ブロックを、平成２１年度までに

６２ブロックに細分化する。

・ 通常時の維持管理が容易となる。

また、それぞれの区域の縮小により管路末端まで

の到達時間が短縮となり塩素消費量の低減を図るこ

とが可能となる。

・ 非常時は、断水等の影響範囲を縮小し、復旧の短

縮が可能となる。

１ 配水区域の細分化について
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配水区域の細分化実施年度図調査の進め方

区域が大きく、
管網が複雑であることから
残塩の実態をきめ細かに
調査する必要がある。

配水管路延長 ８，３００ｋｍ
給水戸数 １２０万戸

福増浄水場系

細分化が完了したブロックをモデルに、
低塩素地区の実態を調査する。
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水道法施行規則 第17条 （衛生上必要な措置）

給水栓における水が遊離残留塩素を０．１ｍｇ／ℓ
（結合残留塩素の場合は、０．４ ｍｇ／ℓ）以上保持

するように塩素消毒すること。

平成１９年度 福増浄水場系
5ブロックを調査対象

配水管路延長 ６２４ｋｍのうち
・ 直結給水 ：残塩 ０．１ｍｇ／ℓ未満の管路（４１１本）
・ 貯水槽水道 ：残塩 ０．4ｍｇ／ℓ未満の施設（１４か所）
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• 机上調査

• 現地調査

• 実施計画の策定

• 対策の検討・実施

• 塩素注入量の低減と塩素濃度の監視

２ 作業スケジュール
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０．１０未満

残留塩素凡例

０．２０未満

０．３０未満

０．４０未満０．３０以上

０．４０以上

０．２０以上

０．１０以上

シミュレーションにより
検証ポイントを決める。

直結給水箇所については

残塩：０．１ｍｇ／ℓ未満

貯水槽水道については
残塩：０．４ｍｇ／ℓ未満

WATNASSネットワーク図

直結・残塩
０．１ｍｇ／ℓ

未満直結・残塩
０．１ｍｇ／ℓ

未満

貯水槽・残塩
０．４ｍｇ／ℓ

未満

３ シミュレーション図

机上調査

１－７

１－２
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４ 残留塩素現地調査フロー

シミュレーションによる、残留塩素濃度が低い箇所の選定

配水管 ０．１ｍｇ／ℓ未満（直結）、 ０．４ｍｇ／ℓ未満（貯水槽）

現地調査

直結給水：７４管路 貯水槽水道：１４か所

絞込み（未給水等）
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４－１ 直結給水

０．１mg／ℓ以上

OK

０．１mg／ℓ未満

排 水 作 業

再度残塩測定

OK

０．１mg／ℓ以上

・基本的には、各戸の
給水栓で行う。

・消火栓で行う場合には、
フランジ部の排水をしてから
行う。

配水管残塩測定結果
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４－２ 貯水槽水道

０．４mg／ℓ以上 ０．４mg／ℓ未満
０．４mg／ℓ未満

排 水 作 業

再度残塩測定

０．４mg／ℓ以上

OK

○貯水槽内・貯水槽以下給水栓で測定
・残塩 ０．１ｍｇ／ℓ以上はOK

・貯水槽の管理不備によるものについては、
設置管理者に管理改善を指導する。

※ 地域巡回サービスに
組み入れて実施する。

・残塩 ０．１ｍｇ／ℓ未満

配水管残塩測定結果
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５ 現地調査結果

残留塩素濃度の低減化に向けた給水栓検証ポイント
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おいしい水づくり計画に伴う現場調査票

具体策：

除外

具体策：

ウ．その他（ ）イ．定期排水ア．常時排水

常時・定期排水

具体策：

ウ．その他（ ）イ．排水施設の設置ア．ループ化

配水管整備

対応方法

エ．その他（ ）ウ．井戸水も使用イ．使用量が少ないア．管末濃度低下要因

㎥0.2排水量ｍ45
排水延
長

mm75φ配水管口径

㎎／ℓ0.48排水後㎎／ℓ0.09排水前測定結果

電話番号使用者住所氏名

使用者番号○給水栓排水栓消火栓調査箇所

千葉市＊＊調査場所

18-22-K区割番号-7-1検証ポイント番号

電話番号職・氏名調査員

曇り天候14時調査時間日17月10年19平成調査年月日

本・支所水道事務所
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○直結給水 残塩０．１mg／ℓ未満
○貯水槽水道 残塩０．４mg／ℓ未満

要因調査 ・ 管末である
・ 使用量が少ない
・ 井水使用

対応方法 ○ 配水管等の整備
・ 配水管のループ化の検討
・ 消火栓・排水栓・排水施設等設置の検討

○ 定期排水・常時排水
・ 排水サイクルの検討

６ 対策の検討

1515

状況状況

昨年、福増浄水場系統を昨年、福増浄水場系統を55ブロックに細分化ブロックに細分化

しました。しました。

この結果を受け、今年度中に現在の残留塩素この結果を受け、今年度中に現在の残留塩素

濃度０．８ｍｇ／濃度０．８ｍｇ／ℓℓを０．６ｍｇ／を０．６ｍｇ／ℓℓ以下にする以下にする

ための調査を進めています。ための調査を進めています。

平成２０年度以降については、細分化実施状況平成２０年度以降については、細分化実施状況

に合わせ残留塩素濃度の低減化を進め、に合わせ残留塩素濃度の低減化を進め、

平成２２年度までに０．６ｍｇ／平成２２年度までに０．６ｍｇ／ℓℓ以下を達成以下を達成

するよう推進していきます。するよう推進していきます。


